
題：「豊 太郎は悪 くない」  

 

動機：授 業で一度 みんなで 感想を書 いたとき 、「エリ スを裏切 った豊太  郎は最低 だ。 」 、

「誰かに 従う事し か出来な い弱いや つだ。」 といった 否定意見 が多かっ たが、本 当に そ こ

まで悪い 奴だった の  か。と 疑問を持 ったので 自分なり に考えて みようと 思ったか ら。  

 

進め方：ま ず、豊 太郎 は初めか らエリス を裏切る 気だった のか。とい う  ことに ついて述 べ 、

次に豊太 郎が帰国 へと進ん で行く事 になるき っかけと なった一 度目の相 沢との接 触場 面 を

中心に本 文を元に して、豊 太郎につ いて考え る。  

 

結論：豊 太郎はエ リスを本 気で愛し ていて、帰国する ことにな ったのは 、相沢を「良き友 」

と思い続 けていた ことで、 自我に目 覚めてい た自分を 日本にい た頃の性 格に戻さ れて し ま

ったこと が原因で あり、豊 太郎自身 は、エリ スを裏切 ってしま った事実 を背負っ て悩 み 続

けて生き ていかな ければな らない悲 しい人物 である。  

     

 

 

【本論】  

 

まず、豊 太郎は本 当にエリ スが好き だったの か。とい うことだ が、これ   

は豊太郎 、エリス のお互い に想い合 っていた ことに間 違いない 。相沢に   

エリスと 別れ日本 に帰国す ることを 勧められ たとき、 「貧しき が中にも   

楽しきは 今の生活 、捨て難 きはエリ スが愛」 と述べて いること から、豊   

太郎はド イツでの 生活を好 み、エリ スを愛し ていたこ とが分か る。豊太   

郎がこの ように思 えるよう になった のは、豊 太郎の解 職と日本 へ残して   

きた母の 死が大き な要因で あると思 う。  

自我に目 覚めエリ スを好き になった 豊太郎で あったが 、日本へ の忠誠   

心、日本 にいる母 への想い が有った ため、エ リスとは 師弟のよ うな一定   

の距離を おいた関 係であっ た。しか し、この 豊太郎を 縛りつけ ていた二   

つの要因 が無くな ったこと で豊太郎 の日本と の繋がり が無くな り、事実   

上自由の 身となっ た。また 、その状 況で帰国 をしてい れば、「 学成らず   

して汚名 を負ひた る身の浮 かぶ瀬あ らじ」と いうよう に、日本 では不名   

誉な行い をしたと して批判 をくらう だけであ るから、 日本へ帰 りたいと   

いう気持 ちは弱い はずであ る。  

さらに、 豊太郎は 、「余が 彼を愛づ る心のに はかに強 くなりて 、つひに   



離れ難き 仲となり しはこの 折りなき り」と述 べている ように、 それらの   

出来事の 後からエ リスに対 する気持 ちが一気 に強くな っていた と考えら   

れる。  

 

次に、豊 太郎は自 分から望 んで帰国 を決意し たのか。 というこ とについ   

て、豊太 郎は好ん で帰国を 選択した わけでは ないと思 う。  

豊太郎は 大臣と会 うことに なったと き、「政 治社会な どに出ん 望みは絶   

ちしより 幾年をか 経ぬるを 、大臣は 見たくも なし。・ ・・友に こそ会ひ   

には行け 」と述べ ている。 これはエ リスを心 配させな いための 言葉と思   

えるが、 法科の講 義を受け ず、文学 などに興 味を持つ ようにな っていた   

ことから 、これは 豊太郎の 本心であ り大臣に 会うこと で元のエ リート生   

活に戻れ るかもし れないと いう考え は持って いなかっ たと考え られる。  

しかし、 実際に大 臣、相沢 と会った 豊太郎は 、「友に 対しては え答え   

ぬ」性格 と大臣の 下で仕事 をしたこ とでエリ ート時代 の感覚を 思い出し   

てしまっ たことか ら、日本 への帰国 、エリス との別れ に向かっ てしまう   

ことにな ってしま ったので ある。  

相沢との 対談で相 沢は、大 臣は豊太 郎の語学 力を利用 せん心の みなりと   

述べてい るが、こ れは、相 沢自身も 同じ考え をもって いたと思 う。  

相沢は二 人の恋を 「人材を 知りての 恋にあら ず」つま り、知識 ある者と   

無知の者 、あるい は地位の 高い者と 低い者が 恋をする のはふさ わしくな   

い。と人 を能力で 評価して いること が分かる 。これは 、ドイツ で自我に   

目覚め、 地位より もエリス を取るよ うになっ ていた豊 太郎とは 異なる価   

値観であ る。豊太 郎は相沢 を良き友 と思って いたこと で、自分 にとって   

最善アド バイスを してくれ るだろう と信じて しまって いたと思 う。相沢   

は日本で は豊太郎 の良き友 だったか もしれな いが、日 本の思想 感をもつ   

相沢と、 ドイツで 新しい思 想感を得 た豊太郎 とでは理 解し合え ない壁が   

出来てし まってい た。  

しかし、 この壁に 豊太郎が 気づかず に相沢を 自分の良 き友と信 じきって   

返事をし てしまっ たことが エリスと 別れるこ とになる 始まりと なったの   

である。  

そして、 その後大 臣とのロ シア行き で通訳と いう「生 きた辞書 」として   

働かされ ることで 、忘れ去 っていた 日本にい た時の感 覚が戻っ てしまっ   

た。それ により、 大臣に帰 国を提案 されたと き、目上 の人物に 従ってし   

まう性格 によりつ い承諾し てしまっ たのだと 考える。  

それから 豊太郎と エリスの 関係は別 れに大き く進んで しまい、 豊太郎を   



精神的に 追いつめ ることに なる。  

豊太郎は 「我が胸 中にはた だただ、 我は許す べからず 罪人なり と思ふ心   

のみ満ち 満ちたり き」と大 臣の要請 を受けて しまった ことがエ リスとの   

別れにな ることに なったこ とを「許 すべから ず罪人」 と感じ悩 むことに   

なるので ある。こ のことか ら豊太郎 は、決し て自分の 判断が良 かった。   

エリスと の別れを 意識しな がら返事 をした。 というこ とはない と思う。  

つまり豊 太郎にと ってはエ リスを騙 し続けて いたので はなく、 帰国を承   

諾してし まった後 にエリス と別れな ければな らないと いうこと を強く意   

識しだし たのだと 思う。  

エリスと の別れは 豊太郎の 想像して いたこと ではなく 、豊太郎 自身に   

とっても 突然起こ ったつら い出来事 だったの である。  

 

 

【まとめ 】  

豊太郎が 帰国を選 んだのは 、自らが 強く望ん だ結果で はなく、 相沢や大   

臣ら日本 の思想を 持つ人物 を接して しまい、 それらを 拒まなか ったこと   

で忘れ去 っていた 性格を思 い出して しまった せいで、 自己を貫 くことが   

出来なか った結果 である。  

みんなの 感想では 、最低だ 。弱い奴 だ。とい うのが多 かったが 、単に悪   

い人物で あるとは いえない と思う。  

集団から 離れ独り で何かを するとい うことは とても難 しく不安 を感じる   

ことであ るから、 つい集団 に戻って 周囲に合 わせてし まうとい うこと   

は、自分 の経験か らしても 理解でき ないこと はない。  

そして、 豊太郎自 身は相沢 を疑うこ とも責め ることも しなかっ た良い人   

物で、エ リス裏切 りのすべ ての責任 を背負い 悩み続け 生きてい かなくて   

はならな い悲しい 人物であ る。  

 

 

参考資料 ：教科書 、現代語 訳、ホー ムページ 「俺流舞 姫評論」  


